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弁当の日〈谷原小１年１組〉

主
な
内
容

平
成
20
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
）

○ 

平
成
20
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

○ 

第
２
回
定
例
会
で
は
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
１
件

及
び
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
１

件
、
補
正
予
算
４
件
、
そ
の
他

11
件
（
請
願
２
件
含
）
の
計
17

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
各
議
案
に
つ
い
て
、
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
な

審
議
を
行
い
ま
し
た
。じ

も

く

•

議
決
一
覧
表 

Ｐ
２

•

一
般
質
問 

Ｐ
４
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会
期
・
日
程

●
６
月
●

10
日
（
火
）
本
会
議

　

 

開
会

　

会
期
の
決
定

　

 

委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、

採
決

　

 

議
案
の
上
程
及
び
説
明
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

一
般
質
問

11
日
（
水
）
本
会
議

　

 

一
般
質
問

12
日
（
木
）
本
会
議

　

 

一
般
質
問

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

専
決
処
分
の
採
決

　

議
案
の
委
員
会
付
託

13
日
（
金
）
委
員
会

　

 

総
務
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

17
日
（
火
）
本
会
議

　

 

委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、

採
決

　

 

閉
会
中
の
継
続
調
査（
議
運
・

広
報
）

　

閉
会

平成 20年６月　第２回定例会　　議決一覧表

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　　　果

報告第2号 専決処分の報告について（第 2号）
庁用車車両事故による損害賠償の額を定
めたことについて、地方自治法第180条
第2項の規定により報告するものです。

報 告報告第3号 平成 19 年度つくばみらい市一般会計
繰越明許費繰越計算書について

繰り越した事業費について、地方自治
法施行令第 146 条第 2項の規定によ
り報告するものです。

報告第4号
平成 19 年度つくばみらい市公共下水
道事業特別会計繰越明許費繰越計算書
について

繰り越した事業費について、地方自治
法施行令第 146 条第 2項の規定によ
り報告するものです。

議案第34号 専決処分の承認を求めることについて（第 2号）

平成 19年度つくばみらい市一般会計
補正予算（第5号）について専決処分
をしたので、地方自治法第179条第 3
項の規定により承認を求めるものです。

原案承認議案第35号 専決処分の承認を求めることについて（第 3号）

つくばみらい市税条例の一部を改正す
る条例について専決処分をしたので、
地方自治法第 179 条第 3項の規定に
より承認を求めるものです。

議案第36号 専決処分の承認を求めることについて（第 4号）

平成20年度つくばみらい市老人保健特
別会計補正予算 (第1号 )について専決
処分をしたので、地方自治法第179条第
3項の規定により承認を求めるものです。

議案第37号 教育委員会委員の任命について
地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の規定により同意を求めるものです。
教育委員　西丸山　豊嶋隆一

同 意

議案第38号 つくばみらい市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

地方税法等の一部を改正する法律等が
平成 20 年 4 月 30 日に公布されたこ
とに伴い、つくばみらい市国民健康保
険税条例の一部を改正するものです。

原案可決

議案第39号 つくばみらい市伊奈町史編纂委員会設置条例を廃止する条例

伊奈町史編纂事業が平成19年度をもって
完了したため、つくばみらい市伊奈町史
編纂委員会設置条例を廃止するものです。

議案第40号 平成 20 年度つくばみらい市一般会計補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 206 万 1 千円を追
加し、予算の総額を 137 億 6 千 656
万 1千円とするものです。

議案第41号 平成 20 年度つくばみらい市国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 904 万 3 千円を追
加し、予算の総額を 42億 8千 887万
6千円とするものです。

議案第42号 平成 20 年度つくばみらい市水道事業会計補正予算（第 1号）

資本的収入及び支出で、収入を199万
5千円追加し10億 1千 204万 4千円
とする。支出を 199 万 5 千円追加し
11億 647万 1千円とするものです。
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番　号 請願・陳情名 結　　果

請願第 1号 あらためて『平川和子さんの講演会』を実施するよう求め
る請願書 不採択

請願第 2号 後期高齢者医療制度の中止･撤廃を求める請願書

陳情第 3号 過剰な農薬取締法により、植物からなる、農業用有機資材
を締め出す不法な行政指導の改善を求める意見書

請願と同等に取扱わず委員会で
の審査に留め、全議員及び執行
部に回付した

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　　　果

議案第43号 工事請負契約の締結について

板橋コミュニティセンター新築工事請
負契約を締結するに当たり、地方自治
法第 96条第 1項第 5号の規定により
提案するものです。

原案可決

議案第44号 平成 20 年度つくばみらい市老人保健特別会計補正予算（第 2号）

歳入歳出それぞれ 400 万円を追加し、
予算の総額を 2億 6千 912 万円とす
るものです。

発議第 5号 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
の改善を求める意見書

高齢者が安心して医療を受けることが
できるようにするため、国において、
低所得者へのより一層の配慮など、負
担の軽減を図るとともに、制度導入後
の状況を十分把握･検証し、改善すべ
き問題点を明らかにしたうえで、早急
に必要な措置を講ずるよう、衆・参議
院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣
あて意見書を提出するものです。

　平成18年６月の健康保険法等の一部を改正する法律により、75歳以上を対象とした長寿
医療制度（後期高齢者医療制度）が、本年４月１日から導入された。
　この制度は、高齢者の医療費を社会全体で支える新たな公的医療保険制度として創設さ
れ、都道府県ごとにすべての市町村の加入により設置された後期高齢者医療広域連合が運営
を行っている。
　この制度が始まった４月１日以降、保険証の未着や保険料の徴収ミス、年金からの天引き
が多くの反感を招くなど、制度そのものへの信頼がゆらぎかねない状況となっている。
　また、保険料負担において一定の激変緩和措置が設けられたものの、被保険者の負担のあ
り方、及び高齢者担当医の導入などの医療制度の改正に関し、多くの問題が指摘されている。
　国は、国民に制度の意義を十分に理解してもらうと同時に、医療保険に対する不安を払拭
するための改善努力を行う必要がある。
　よって、本市議会は、高齢者が安心して医療を受けることができるようにするため、国に
おいて、低所得者へのより一層の配慮など、負担の軽減を図るとともに、制度導入後の状況
を十分把握・検証し、改善すべき問題点を明らかにしたうえで、早急に必要な措置を講ずる
よう、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成20年６月17日　　　　　　　　　　　　　　　　　　 茨城県つくばみらい市議会

（提出先）　衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　厚生労働大臣

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の改善を求める意見書
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●
海
老
原
議
員　

市
長
の
以

前
の
答
弁
で
は
、
谷
井
田
の

市
街
地
は
ほ
と
ん
ど
下
水
道

が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
説
明

で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る

が
、
現
在
、
市
街
地
で
も
北

７
区
・
北
６
区
・
北
５
区
は
、

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

海老原　弘　議員

福岡堰土地改良区への
排水路関係の排水助成
金の廃止について

施
設
整
備
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
認
識
し
て
い
る
の

で
、
燻く

ん
じ
ょ
う蒸
や
定
期
的
な
清
掃

を
行
い
、
よ
り
良
い
状
態
を

保
ち
な
が
ら
、
今
後
、
保
存
・

公
開
で
き
る
場
所
を
検
討
し

て
い
く
。

○
市
長　

今
後
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
教
育
長
と
協
議
を

し
て
進
め
て
参
り
た
い
。

南
２
区
や
外
記
新
田
、
南
７

区
も
こ
れ
か
ら
の
整
備
で
、

三
島
地
区
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
旧
伊
奈
と
旧
谷

和
原
の
１
国
２
制
度
で
は
、

お
か
し
い
か
ら
と
言
う
説
明

が
あ
っ
た
が
、
市
か
ら
助
成

金
廃
止
の
通
知
を
出
し
た
人

数
は
、
ど
の
く
ら
い
で
あ
る

の
か
。
ま
た
、
谷
和
原
地
区

で
そ
の
料
金
を
支
払
っ
て
い

る
人
数
は
、
ど
の
く
ら
い
な

の
か
。

○
市
長　

合
併
以
前
、
福
岡

堰
土
地
改
良
区
の
管
轄
す
る

排
水
路
に
、
排
水
の
許
可
を

得
て
い
る
約
５
０
０
戸
分
に

つ
い
て
、
当
時
の
土
地
改
良

区
理
事
長
と
の
話
合
い
に
よ

り
、
旧
伊
奈
町
で
使
用
料
を

負
担
し
て
き
た
が
、
旧
谷

和
原
村
で
は
、
個
人
負
担
で

あ
っ
た
。
な
お
、
通
知
に
つ

い
て
は
、
土
地
改
良
区
の
依

頼
に
よ
る
も
の
だ
が
、
説
明

責
任
は
、
土
地
改
良
区
側
に

あ
る
と
判
断
す
る
。

○
都
市
建
設
部
長　

通
知
を

出
し
た
件
数
は
、
５
３
２
件

で
あ
る
。
ま
た
、
旧
谷
和
原

村
で
の
徴
収
対
象
者
は
83
件

と
、
福
岡
堰
土
地
改
良
区
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

●
山
崎
議
員　

平
成
14
年
に

谷
和
原
村
史
の
編へ

ん
さ
ん纂
事
業
が

終
了
し
、
ま
た
、
平
成
20
年

１
月
に
は
伊
奈
町
史
編
纂
事

業
も
終
了
し
て
編
纂
委
員
会

を
解
散
し
た
が
、
こ
の
事
業

は
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と

と
、
更
に
は
、
当
地
域
に
関

す
る
資
料
が
、
保
存
さ
れ
て

い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
責
任
と
義
務

が
あ
る
。
公
文
書
館
法
に
則

り
条
例
を
制
定
し
、
旧
伊
奈

町
・
旧
谷
和
原
村
の
資
料
等

を
保
存
・
公
開
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
歴

史
に
係
わ
る
文
書
資
料
等

資
料
館
建
設
等
も
ご
検
討
願

い
た
い
。

○
教
育
長　

伊
奈
町
史
に
使

用
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、

旧
伊
奈
町
給
食
セ
ン
タ
ー
内

に
保
管
し
、
谷
和
原
村
史
で

使
わ
れ
た
資
料
に
つ
い
て

は
、
谷
和
原
公
民
館
及
び
十

和
分
館
で
保
存
し
て
い
る
。谷和原公民館十和分館保管資料

は
、
一
度
失
っ

た
ら
戻
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

市
の
財
政
事

情
を
鑑
み
た
と

き
、
今
、
立
派

な
施
設
建
設
は

求
め
な
い
が
、

お
金
を
か
け
ず

に
、
で
き
る
所

か
ら
整
理
を
し

て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ

る
が
如
何
か
。

ま
た
、
将
来
に

は
そ
れ
な
り
の

山崎　貞美　議員

伊奈町史及び谷和原村
史完了に伴う文書資料
等の保存について
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●
堤
議
員　

小
絹
旧
道
八
坂

神
社
近
く
か
ら
、
ふ
れ
あ
い

道
路
玉
台
橋
付
近
ま
で
の
市

道
は
、
長
さ
が
約
３
０
０
ｍ

で
約
１
０
０
ｍ
舗
装
さ
れ
て

い
る
が
、
幅
２
・
７
ｍ
で
消

防
車
が
入
れ
な
い
。
地
権
者

か
ら
は
、
４
メ
ー
ト
ル
に
拡

幅
で
き
れ
ば
土
地
を
寄
付
す

る
と
の
話
合
い
が
で
き
て
い

る
。
こ
の
地
区
は
、
市
全
体

か
ら
見
て
も
交
通
量
が
多
い

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
着
工
を
望
む
が
、
市
長
の

見
解
を
求
め
る
。

○
市
長　

市
道
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
や

新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な

ど
の
骨
格
道
路
は
、
総
合
計

画
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
通
学
道
路
や
集
落

間
、
集
落
内
の
狭き

ょ
う
あ
い隘
な
道
路

の
拡
幅
は
、
危
険
箇
所
等
、

緊
急
性
や
必
要
性
の
高
い
路

線
か
ら
優
先
順
位
を
付
け
て

事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
な

お
、
事
業
は
公
平
に
行
っ
て

お
り
、
地
元
の
協
力
の
得
ら

れ
る
所
は
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
。

○
都
市
建
設
部
長　

現
在
の

財
政
事
情
か
ら
、
多
く
の
要

望
に
即
応
し
切
れ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
、
補
助
事
業
を
導
入
し
て

進
め
て
行
き
た
い
。
な
お
、

小
絹
地
区
の
市
道
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
協
力

体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
整
備
の
優
先
順
位
は
高

く
な
る
。
ま
た
、
田
村
地
区

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
用
地
買
収
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

●
高
木
議
員　

第
３
調
節
池

の
管
理
が
不
十
分
な
た
め

高木　寛房　議員

みらい平に隣接する東楢戸
台地区県管轄貯水池の管理、
周辺外周道路整備について

拡幅要望の市道８－0164号線〈小絹地先〉

と
こ
ろ
な
の
で
、
渋
滞
緩
和

の
た
め
に
も
是
非
、
来
年
度

予
算
で
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
田
村
集
落
内
の

市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

合
併
以
前
に
杭
打
ち
さ
れ
て

い
て
着
工
待
ち
で
あ
っ
た

が
、
合
併
後
、
全
く
進
め
ら

れ
て
い
な
い
。
市
長
は
、
旧

伊
奈
に
軸
足
を
置
い
て
い
る

の
か
。
最
後
に
、
伊
奈
東
地

区
内
の
市
道
は
行
き
止
ま
り

が
多
く
、
道
幅
が
極
端
に
狭

く
な
り
消
防
車
が
入
れ
な
い

所
も
あ
る
。
長
期
的
な
視
野

で
改
善
す
べ
き
だ
と
思
う
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 
間
宮
林
蔵
の
顕け

ん
し
ょ
う彰
と
冒

険
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
つ

い
て

に
、
マ
ム
シ
の
生
息
が
確
認

さ
れ
、
居
住
区
内
で
も
発
見

さ
れ
た
。
現
在
も
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
管
轄

責
任
者
の
県
に
お
け
る
、
駆

除
の
方
針
及
び
調
節
池
の
定

期
的
な
整
備
の
状
況
を
お
伺

い
し
た
い
。
ま
た
、
台
集
落

は
調
節
池
に
隣
接
し
て
い
る

が
、
生
活
道
路
が
非
常
に
狭

き
ょ
う

隘あ
い

な
た
め
、
事
故
や
火
災
が

起
き
た
際
に
、
緊
急
車
両
は

も
と
よ
り
、
一
般
車
両
の
通

行
に
も
大
変
不
便
な
状
況
に

あ
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た

め
に
は
、
外
周
道
路
開
通
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

悲
願
・
総
意
で
も
あ
る
。
具

体
的
な
工
事
着
工
の
開
始
時

期
、
引
き
渡
し
時
期
及
び
供

用
開
始
時
期
を
併
せ
て
お
伺

い
し
た
い
。

○
市
民
経
済
部
長　

第
３
調

節
池
の
管
理
等
に
つ
い
て

は
、
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
お
り
、
草

刈
等
も
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
マ
ム
シ
の
生
息
に
つ
い

て
は
、
一
昨
年
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
長
宛
に
調
節
池

の
管
理
徹
底
を
文
書
で
依
頼

し
た
。
市
と
し
て
は
、
注
意

を
促
す
看
板
を
周
辺
に
２
基

堤　　　實　議員

市道の整備予定に
ついて
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弁
し
て
い
る
。
５
０
０
万
円

で
所
得
制
限
を
撤
廃
で
き
る
。

保
険
給
付
改
定
で
市
の
負
担

が
減
っ
た
分
で
所
得
制
限
を

撤
廃
し
て
は
ど
う
か
。
少
な

く
て
も
、
所
得
制
限
額
は
児

童
手
当
所
得
制
限
の
水
準
に

拡
大
し
、
対
象
者
を
広
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

○
市
長　

医
療
福
祉
制
度

は
、
県
の
補
助
を
受
け
、
県

の
基
準
に
基
づ
い
て
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
こ
と
は
、
市
の
単

独
で
の
助
成
事
業
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
現
在
の
市
の
財

政
事
情
で
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。

○
保
健
福
祉
部
長　

当
市
は
、

外
来
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
、

市
単
独
で
助
成
を
行
っ
て
お

り
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
は
、
市
の
単
独
事
業
が

増
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

☆　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
計
画
に
つ

い
て

●
古
川
議
員　

現
制
度
で

は
、
所
得
制
限
に
よ
り
助
成

制
度
が
受
け
ら
れ
な
い
乳
幼

児
は
約
１
割
。
国
の
助
成
制

度
が
な
い
中
、
今
年
４
月
か

ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
は
８
割
保
険
給
付
扱

い
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
県
、
市
の
助
成
制
度

の
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
、
県

は
４
億
円
、
市
は
４
１
５
万

円
程
度
減
る
見
込
み
で
あ
る
。

昨
年
６
月
議
会
で
部
長
は「
所

得
制
限
を
な
く
し
て
い
る
所

は
、
外
来
自
己
負
担
は
無
料

に
な
っ
て
い
な
い
。
所
得
制

限
撤
廃
は
単
独
事
業
な
の
で
、

関
連
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
研
究
し
て
い
く
」
と
答

古川　よし枝　議員

市の乳幼児医療費
助成制度について

●
中
山
議
員　

つ
く
ば
み
ら

い
市
の
下
水
道
処
理
事
業
は
、

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
、

合
併
浄
化
槽
な
ど
で
処
理
を
し

て
い
る
が
、
現
在
の
接
続
処
理

人
口
は
、
市
の
人
口
４
万
２
千

人
に
対
し
、
約
２
万
２
千
人
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
処

理
人
口
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
の
今
年
度
予
算
は
、
谷

和
原
地
区
・
丘
陵
部
地
区
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
公
共
下
水
道

が
１
万
１
千
５
８
９
人
に
対
し

４
億
４
千
万
円
、
伊
奈
地
区
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
取
手
地
方
広

域
下
水
道
が
５
千
７
人
に
対
し

５
億
４
千
８
０
０
万
円
、
農
業

集
落
排
水
が
３
千
９
５
１
人
に

中山　栄一　議員

下水道事業について

対
し
２
億
円
で
あ
る
。
今
後
、

下
水
道
未
整
備
地
区
の
事
業
を

展
開
す
る
中
で
、
地
域
状
況
・

補
助
条
件
の
分
析
、
そ
し
て
コ

ス
ト
管
理
を
徹
底
し
、
財
政
運

営
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
考
え
方
、
進
め
方
を
お

聴
き
し
た
い
。

○
市
長　

下
水
道
は
、
欠
か

せ
な
い
事
業
で
あ
る
。
農
業

集
落
排
水
等
そ
れ
ぞ
れ
の
整

備
の
制
約
の
中
で
、投
資
効
果
、

更
に
は
補
助
率
の
良
い
方
法

を
選
択
し
、
加
入
者
の
促
進

を
図
り
な
が
ら
、
生
活
排
水

ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て

進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

○
都
市
建
設
部
長　

工
事

費
用
に
つ
い
て
は
、
工
法
等

の
検
討
を
行
い
、
経
費
の
節

約
を
図
る
。
ま
た
、
全
体
的

な
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
状
況
等
を
考
慮
し
、
変

更
等
が
可
能
で
あ
る
場
合
は
、

よ
り
効
率
的
な
整
備
手
法
に

切
り
替
え
る
な
ど
、
柔
軟
に

対
応
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

教
育
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

設
置
し
た
が
、
更
に
県
に
対

し
、
草
刈
の
回
数
増
や
範
囲

の
拡
大
等
、
蛇
等
が
生
息
し

に
く
い
環
境
整
備
を
求
め
て

行
き
た
い
。

○
都
市
建
設
部
長　

ご
質
問

の
道
路
に
つ
い
て
は
、
茨
城

県
が
整
備
す
る
計
画
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
と
県
河
川
課
が

設
計
協
議
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
協
議
完
了
後
に

詳
細
設
計
を
発
注
す
る
と
確

認
し
て
い
る
。
計
画
で
は
、

道
路
整
備
の
完
了
は
平
成
23

年
、
供
用
開
始
は
平
成
24
年

で
あ
る
が
、
市
と
し
て
は
、

な
る
べ
く
早
く
供
用
開
始
が

で
き
る
よ
う
、
県
と
協
議
を

進
め
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

市
内
小
中
学
校
の
校

舎
・
体
育
館
等
関
連
施

設
耐
震
化
の
現
状
に
つ

い
て
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●
川
上
議
員　

４
月
か
ら「
食

育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
食
育

推
進
の
た
め
に
、
毎
月
１
回

弁
当
の
日
を
実
施
す
る
」と
、

年
間
10
日
弁
当
の
日
が
決
め

ら
れ
た
。
す
で
に
食
材
の
高

騰
に
よ
っ
て
今
年
か
ら
年
間

７
日
給
食
が
減
ら
さ
れ
て
お

り
、
合
わ
せ
る
と
年
17
日
給

食
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、

食
育
基
本
法
は
学
校
に
栄
養

教
諭
を
配
置
し
食
生
活
の
改

善
と
給
食
の
充
実
を
求
め
て

い
る
が
、
給
食
を
減
ら
す
こ

と
を
求
め
て
は
い
な
い
。今
、

共
働
き
家
庭
、
片
親
家
庭
が

増
え
、
子
育
て
世
代
が
抱
え

て
い
る
新
た
な
貧
困
も
大
変

深
刻
だ
。
若
い
世
代
は
、
そ

川上　文子　議員

毎月一回「弁当の日」
の実施について

の
中
で
一
生
懸
命
子
育
て
を

し
て
お
り
、
い
か
に
子
育
て

を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
か
が
公
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
ま
で
一
緒
に
給
食
を

楽
し
め
た
子
ど
も
の
中
で
、

わ
ず
か
で
も
、
弁
当
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
な
い
子
が
存

在
す
れ
ば
、
新
た
な
痛
み
を

与
え
る
結
果
を
生
み
か
ね
な

い
。
見
直
し
を
求
め
る
。

○
教
育
長　

食
育
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
家
庭
の
協
力
な

し
に
は
達
成
で
き
な
い
。
給

母
さ
ん
を
気
遣
う
、
感
謝
の

気
持
ち
が
う
か
が
え
る
も
の

も
あ
る
。
な
お
、
曜
日
に
つ

い
て
は
改
善
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

学
童
保
育
と
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

☆　

 

再
度
「
Ｄ
Ｖ
被
害
実
態

の
理
解
と
支
援
の
実

際
」
と
題
す
る
講
演
中

止
に
つ
い
て

弁当の日〈谷原小５年１組〉

失
う
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

特
に
や
わ
ら
の
ま
つ
り
は
、

教
育
・
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
が
一
体
と
な
っ
た
祭
り
事

で
、
子
供
達
か
ら
高
齢
者
の

方
々
ま
で
幅
広
く
集
い
、
親

睦
と
交
流
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
あ
っ
た
。
合
併
は
直
ち

に
統
一
す
べ
き
も
の
と
、
時

間
を
か
け
て
統
一
し
て
い
く

も
の
が
あ
る
と
思
う
。
地
域

に
根
差
し
た
文
化
行
事
は
、

住
民
の
声
を
大
切
に
常
に
身

近
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今

後
の
効
果
的
な
判
断
と
、
公

平
な
配
慮
、
考
え
を
伺
い
た

い
。

○
市
長　

こ
れ
ま
で
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
役
員
の
方
々合併前の「やわらのまつり」

●
秋
田
議
員　

合
併
後
２
年

経
過
し
、
か
つ
て
の
「
や
わ

ら
の
ま
つ
り
」
が
消
失
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
、
住
民
間

に
は
大
変
、失
望
感
が
あ
る
。

秋田　政夫　議員

合併後、旧谷和原村のメイン
イベント “やわらのまつり” 消
失に対する住民感情について

食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
お
知

ら
せ
を
出
し

て
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い

る
が
、
作
る

人
の
有
り
難

さ
が
伝
わ
ら

ず
、
残
す
子

が
減
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。

実
施
後
の
子

供
た
ち
の
感

想
は
、
お
弁

当
を
歓
迎
す

る
内
容
が
多

く
、
反
対
意

見
で
も
、
早

起
き
す
る
お

合
併
は
、
両

町
村
の
お
互

い
の
良
き
歴

史
と
伝
統
を

尊
重
し
、
設

立
に
至
っ
た

わ
け
だ
が
、

住
民
に
身
近

な
、
或
い
は

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
社

会
を
築
く
上

で
も
、
大
切

な
祭
り
事
を
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●
染
谷
議
員　

介
護
予
防
の

取
り
組
み
と
し
て
「
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。
こ
の

制
度
は
、
65
歳
以
上
の
元
気

な
高
齢
者
の
方
が
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
で
ポ

イ
ン
ト
を
貯
め
、
自
身
の
介

護
保
険
料
の
支
払
い
に
充
て

る
事
が
で
き
る
。
な
お
、
制

染谷　礼子　議員

介護予防事業について

が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
本
市
の
高
齢
化
率
は
、

現
在
20
・
４
％
で
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
介

護
保
険
料
は
、
県
内
で
比
較

を
し
て
も
安
い
と
は
い
え
な

い
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

効
果
が
上
が
れ
ば
、
保
険
料

上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
に
な

り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。
現
在

実
施
を
し
て
い
る
介
護
予
防

の
進
捗
状
況
と
併
せ
て
伺
い

た
い
。

○
市
長　

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
今

後
、研
究
を
し
て
参
り
た
い
。

な
お
、
当
市
に
お
け
る
介
護

予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
介
護
予
防
一
般
高
齢
者

施
策
の
生
き
活
き
ク
ラ
ブ
を

実
施
し
、大
変
盛
況
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン地域包括支援センターのパンフレット

●
坂
議
員　

地
方
財
政
健
全
化

法
が
平
成
19
年
６
月
に
成
立
し
、

い
よ
い
よ
平
成
20
年
度
決
算
か

ら
本
格
的
に
適
用
さ
れ
る
。
国

か
ら
の
さ
し
ず
が
減
り
、
各
自

治
体
の
判
断
の
自
由
度
と
権
限

が
強
ま
る
中
で
、
当
市
も
自
ら

の
責
任
と
判
断
で
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
、
賢
明
な
舵
取
り

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の
行

政
運
営
へ
の
関
心
が
深
ま
る
中
、

財
政
状
況
や
今
後
の
見
通
し
を
、

地
方
財
政
健
全
化
法
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
市
民
に
解
り
や
す
く

説
明
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
そ
こ
で
①
市
が
抱
え
る

市
債
の
現
状
②
厳
し
い
財
政
事

情
を
ど
の
様
に
把
握
し
、
展
望

す
る
か
③
平
成
20
年
度
予
算
に

坂　　　洋　議員

市の財政健全化
について

お
け
る
削
減
部
門
と
将
来
に
向

け
て
の
投
資
部
門
に
つ
い
て
お

伺
い
し
た
い
。

○
市
長　

平
成
19
年
度
末
の
市

債
残
高
見
込
み
額
は
２
２
４
億

円
で
、
公
債
費
比
率
は
、
全
国

１
３
２
類
似
市
町
村
の
中
で
29

番
目
の
14
・
６
％
と
適
正
に
推

移
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
方

債
発
行
を
抑
制
し
公
債
費
負
担

比
率
の
上
昇
を
抑
え
、
ま
た
、

財
政
健
全
化
に
向
け
、
人
件
費

の
抑
制
と
物
件
費
の
削
減
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運

営
を
行
う
。
な
お
、
基
本
計
画

の
７
項
目
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
に
投
資
し
て
参
り
た
い
。

○
財
政
課
長　

平
成
20
年
度
の

予
算
編
成
は
、人
件
費
・
物
件
費
・

補
助
費
等
、
経
常
的
な
支
出
に

対
し
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
の
観
点
か
ら
歳
出
削
減

を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
将
来

に
向
け
て
は
、
歳
入
確
保
策
を

模
索
し
な
が
ら
、
合
併
特
例
債

事
業
等
を
進
め
、
総
合
振
興
計

画
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
目
標
を

具
現
化
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

に
よ
り
、
駐
車
場
の
確
保
な

ど
を
考
慮
し
、
場
所
や
開
催

日
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
今

後
は
ど
う
す
る
べ
き
か
、
実

績
等
も
含
め
考
え
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。

○
教
育
長　
「
や
わ
ら
の
ま

つ
り
」は
文
化
発
表
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
及
び
お
楽
し
み
会
の

場
と
し
て
公
民
館
会
場
で
実

施
し
て
き
た
が
、
合
併
後

は
、
お
祭
り
の
部
分
を
別
に

し
て
、
文
化
祭
と
い
う
名
称

で
、実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

文
化
協
会
が
中
心
に
運
営
し

て
い
る
。
今
年
度
も
、
た
く

さ
ん
の
市
民
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実

績
等
も
含
め
検
討
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
お

け
る
小
中
学
校
教
員
の

業
務
量
の
実
態
に
つ
い

て

☆　

 

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
防

災
活
動
と
救
援
活
動
に

つ
い
て

度
に
は
、
地
域

に
貢
献
し
な
が

ら
自
身
の
介

護
予
防
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ

と
と
、
実
質
的

に
自
身
の
介
護

保
険
料
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
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タ
ー
に
お
い
て
も
、
更
な
る

介
護
予
防
事
業
を
推
進
し
て

参
り
た
い
。

○
保
健
福
祉
部
長　

生
き
活

き
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
度
１
サ
ー
ク

ル
で
実
施
し
、
延
べ
83
人
の

参
加
を
み
た
。
今
年
度
は
、

３
サ
ー
ク
ル
・
定
員
各
50
名

で
実
施
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策

で
は
、
通
所
型
介
護
予
防
事

業
「
ち
ょ
っ
く
ら
ぶ
」、
訪

問
介
護
予
防
事
業
と
し
て
訪

問
歯
科
事
業
「
お
口
の
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
を
実
施
予
定
で

あ
り
、
啓
発
活
動
も
行
っ
て

い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

学
校
に
お
け
る
携
帯
電

話
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て

議
案
第
43
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

＊ 

川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
１
号

あ
ら
た
め
て
「
平
川
和
子
さ
ん
の
講
演

会
」
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
書

＊ 
古
川
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

＊ 

豊
島
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
２
号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中

止･

撤
廃
を
求
め
る
請
願
書

＊ 

川
上
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

＊ 

豊
島
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
討
論
討
論

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り
』
の
方
々

に
よ
る
も
の
で
、
活
動
は
、

声
の
広
報
と
し
て
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
「
広
報
つ
く
ば

み
ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協

だ
よ
り
」
な
ど
の
音
声
訳
を

行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自
由

な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
貸
し
出

し
し
て
い
ま
す
。
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
は
、
お
借
り

し
た
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル
変

換
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

一
度
お
聴
き
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会議録の公開
について

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及
び
議
会

事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始
は
、

各
定
例
会
終
了
か
ら
３
ヵ
月
後
と
な
り
ま
す
。

◎　市議会行政視察◎　市議会行政視察

　当市議会では、６月４日に｢常総環境センター　生ゴミ堆肥化施設｣の視察研修を行いま
した。この施設は、今まで可燃ごみとして焼却処理をされてきた家庭の生ゴミを堆肥にす
る施設で、ゴミの焼却量の減量、資源化を図るものです。現在のところ、回収はモデル地
区1,400世帯であるとの説明でした。市議会としましては、今後とも事業の取り組みに注
目してまいります。
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○市民の皆さんが、市政などについて直接市議会に要望する制度として請願・陳情があります。
　・　請願は、関係する委員会で内容を審査し、本会議において最終的な決定をします。
　・　 陳情は、関係する委員会で審査（請願と同等に扱うかどうか）します。請願と同等

に扱われない場合でも全議員及び執行部に陳情書が回付されます。

　【提出にあたってのお願い】
　①　 請願書（陳情書）には、日本語を用いて、請願（陳情）の趣旨及び内容を記載して

ください。
　②　 請願者（陳情者）の氏名（署名又は記名押印）及び住所を記載してください。
　　　（法人の場合は、その名称及び代表者の氏名・住所を記載してください。）
　③　請願者（陳情者）が２人以上の場合は、代表者を明記してください。
　④　 請願書には、紹介議員が１人以上必要となり、紹介議員の署名又は記名押印が必要

です。紹介議員がいない場合は、陳情として取り扱います。
　⑤　 請願書及び陳情書は、常時受け付けしていますが、定例会の開会日の７日前（通常）

に開かれる議会運営委員会の前日（休日の場合は、その前日）までに、提出された
ものについて当該定例会で審査します。

　⑥　 請願書及び陳情書写（請願者・陳情者の住所、氏名等の入った文書 ) は、一般に公
開されます。あらかじめご了承ください。

請願と陳情について

【参考様式】

氏　　　名 ㊞

住　　所
氏　　名

㊞

電話番号

２．請願（陳情）の理由

請願者(陳情者）

１．請願（陳情）の趣旨

上記のとおり請願（陳情）いたします。

　つくばみらい市議会議長　　　　　　　様

年　　月　　日

紹介議員（陳情の場合は必要ありません。）

○○○○に関する請願（陳情）
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あなたの写真を議会だよりに掲載しませんか？

　議会広報特別委員会では、市民の皆さまに親しまれる議会だよりづくりの一環として、
通常年 4回（２・５・８・11月）発行しています「議会だより」（２色刷り）の表紙を飾
る写真を次のとおり募集しています。どうぞふるってご応募下さい。 

◇◆◇応募要項◇◆◇

◎募集内容　　　・ つくばみらい市の「自然」「伝統行事」「暮らし」「街並み」「イベント」
など本市の魅力を紹介できる写真作品。

◎応募規定　　　・ 撮影者自身に著作権のあるオリジナル作品に限ります。
　　　　　　　　・組み写真、合成写真は除きます。
　　　　　　　　・ 撮影者本人が、被写体となった人物、建物の管理者などに、応募する

ことの許可を得てください。
　　　　　　　　・応募は、市内在住、在勤、在学にかかわらず、どなたでもできます。
◎規格　　　　　・デジタルデータ（JPEG形式）でお願いします。
　　　　　　　　・ 電子メールでの応募に限り、１作品当たりの容量は３メガバイト以内

とし、１作品単位でお送り下さい。
◎紙面への掲載　・ 作品はモノクロ写真で掲載されます。
　　　　　　　　・作品名（15文字以内）及び氏名を掲載します。
◎応募方法　　　・ フロッピーディスク、CD-ROMに作品を収録し、①住所②氏名（掲

載に際して匿名を希望する場合はペンネームを併記）③電話番号④撮
影場所・年月日⑤作品名⑥市外在住の方は当市とのかかわりを別紙に
添えて議会事務局にお送り下さい。

　　　　　　　　・ 電子メールで応募される場合は、メール本文に上記①～⑥を記載して
ください。 

◎受付締切　　　・ 作品は随時受け付けていますが、季節を感じる作品については、発行
の約１ヶ月前までにお願いします。

◎選考・採用　　・写真の選考は議会広報特別委員会で行います。
　　　　　　　　・ 採用者には電話やメールで連絡します。なお、賞品等はございません

のでご了承ください。
◎注意事項　　　・ 編集上トリミングを行う場合がありますので、あらかじめご了承くだ

さい。　（お願い）
　　　・ 紙面の都合で、表紙以外に掲載する場合がありますので、あらかじめ

ご了承ください。
　　　　　　　　・ 作品は採否の結果にかかわらず原則返却いたしませんので、ご了承く

ださい。

「議会だより」掲載写真募集！
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議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で傍聴券に住所、氏名、年齢をご記入して
いただくだけで、傍聴席（定員 50人）に入場できます。なお、
常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎３階です。

市議会を傍聴しませんか !!

○○ご意見ご感想をお寄せくださいご意見ご感想をお寄せください○○
 『議会だより』についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本紙編集の参考にさせて
いただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎58-2111　FAX20-5760　Eメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

会期日程のお知らせ

日程等については変更になる場合があります。なお、会期日程につい
ては、議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、
定例会初日の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問
い合わせ下さい。

議会ＴＶ放映中

現
在
、
伊
奈
庁
舎
及
び
谷
和
原
庁
舎
の
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
て
あ
る
テ
レ
ビ
で
、
議
会
の
本
会
議
の
様
子
を

視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

視
聴
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成20年第３回定例会は、次のとおり開催される予定です。
月日 曜日 会議 内　　　　　容
９月３日 水

本会議
開会、一般質問

９月４日 木 一般質問
９月５日 金 一般質問、議案の委員会付託
９月８日 月

常任委員会 総務常任委員会、教育民生常任委員会、
経済常任委員会９月９日 火

９月11日 木
特別委員会 決算特別委員会９月12日 金

９月16日 火
９月18日 木 本会議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

　

予
期
せ
ぬ
災
害
、
岩
手
・
宮
城

内
陸
部
に
議
会
会
期
中
の
６
月
14

日
に
大
地
震
が
発
生
し
、
た
い
へ
ん

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
方
々
に
は
心
痛
を
お
察

し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
旧

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
７
月
４
日
に
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
等
守
谷
・
つ
く
ば
み

ら
い
議
会
連
絡
協
議
会
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
議
員
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
に
本
年
３
月
15

日
新
駅
と
し
て
開
業
し
た
越
谷
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
駅
周
辺
に
お
け
る
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
が
進
め
る
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
「
テ
ー
マ
・
水
辺
と
環

境
共
生
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る
公

園
広
場
、
複
合
商
業
施
設
、
集
合
住

宅
、
戸
建
住
宅
、
ま
た
駅
前
に
39

　

を
要
す
る
多
目
的
調
節
池
事
業

の
視
察
及
び
現
地
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
今

後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
号
よ
り
新
し
い
形
に
変
わ
り

ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
常

に
親
し
み
の
持
て
る
議
会
だ
よ
り
に

な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

副
委
員
長　

秋
田
政
夫

ha


